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文部科学省 イノベーションシステム整備事業　先端融合領域イノベーション創出拠点形成プログラム
「翻訳後修飾プロテオミクス医療研究拠点の形成」　

To the Next Stage.

特集： 新総括責任者を迎えて



前総括責任者／公立大学法人 横浜市立大学 前理事長

本多 常高
Tsunetaka HONNDA

さまざまな分野の
新規事業の実現を願っています

Interview
Innovation

横
浜
市
立
大
学
で
は
平
成
20
年
度
よ
り
、「
翻

訳
後
修
飾
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
医
療
研
究
拠
点
」
の

形
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
10
年
が
か

り
で
一
大
研
究
拠
点
形
成
を
目
指
す
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
本
学
が
所
有
す
る
高
度
な
プ
ロ
テ
オ

ー
ム
解
析
技
術
を
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ま
ず
大
規
模

か
つ
網
羅
的
な
タ
ン
パ
ク
質
の
機
能
解
析
を
可
能

に
す
る
基
盤
技
術
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
次
に
、
そ
の
技
術
を
更
に
診
断
マ
ー
カ
ー

や
創
薬
等
の
実
用
化
に
向
け
た
臨
床
応
用
へ
と

発
展
さ
せ
、
複
数
の
協
働
企
業
と
と
も
に
産
業
活

性
化
に
向
け
た
継
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

み
出
す
こ
と
の
で
き
る
拠
点
を
創
ろ
う
と
い
う
も

医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
将
来
の
医
療
へ
の
貢

献
を
目
指
し
、
基
礎
医
学
の
研
究
成
果
を
臨
床

研
究
へ
橋
渡
し
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

18
年
度
に
開
設
し
た
組
織
で
す
。
当
初
は
バ
ー
チ

ャ
ル
な
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
た
め
、
福
浦
キ
ャ
ン
パ
ス
の
研
究
棟
内
に
研
究

ス
ペ
ー
ス
が
分
散
し
て
い
る
状
態
で
し
た
。
先
端

医
科
学
研
究
の
主
要
機
能
を
集
中
整
備
し
た
新

研
究
棟
を
建
設
す
べ
く
、
平
成
20
年
度
よ
り
基

本
構
想
策
定
に
取
り
掛
か
り
、
大
変
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
の
も
と
、
平
成
24
年
12
月
に
無
事
竣

工
の
運
び
と
な
り
、
念
願
で
あ
っ
た
拠
点
の
中
核

が
よ
う
や
く
で
き
あ
が
っ
た
と
言
え
ま
す
。

私
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
平
成
25
年
3
月
末

日
を
も
ち
ま
し
て
本
学
理
事
長
職
を
退
い
た
こ
と

に
よ
り
、
本
拠
点
の
総
括
責
任
者
の
職
も
辞
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
5
年
間

は
諮
問
委
員
の
先
生
方
、
協
働
企
業
の
皆
様
に
は

多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
改
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
田
中
克
子
現
理
事
長
に
は
、

人
材
育
成
や
シ
ス
テ
ム
改
革
の
面
も
含
め
、
参
画

さ
れ
て
い
る
皆
様
と
と
も
に
本
拠
点
形
成
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
新
た
に
東
ソ
ー
株

式
会
社
、
富
山
化
学
工
業
株
式
会
社
、
積
水
メ

デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社
の
計
3
社
が
、
本
拠
点
形
成

の
趣
旨
に
ご
賛
同
く
だ
さ
り
、
協
働
企
業
と
し
て

参
画
し
て
い
た
だ
け
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
本

拠
点
の
前
総
括
責
任
者
と
し
て
、
こ
の
新
研
究

棟
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
た
基
盤
技
術

を
も
と
に
、
各
協
働
企
業
が
目
指
し
て
い
る
新
規

事
業
の
実
現
が
益
々
加
速
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

の
で
す
。

分
担
研
究
者
の
努
力
の
結
果
、
タ
ン
パ
ク
質
解

析
の
基
盤
技
術
開
発
は
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
研
究
面
に
お
い
て
も
、
株
式

会
社
日
立
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
、
株
式
会
社
島

津
製
作
所
、
株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
・
プ
ロ
テ
オ

ス
コ
ー
プ
、
富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
、
株
式
会

社
フ
ァ
ン
ケ
ル
、
ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
、
エ
ー
ザ

イ
株
式
会
社
の
計
7
社
の
お
力
添
え
も
あ
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
3
年
目
に
実
施
さ
れ
た
再
審
査
を
無

事
通
過
し
、
本
格
的
な
拠
点
形
成
へ
と
移
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
拠
点
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
本
学
の
先
端



総括責任者／公立大学法人 横浜市立大学 理事長

田中 克子
Katsuko TANAKA

拠点の技術を多分野で応用する
次のステージへ
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Innovation

こ
の
度
平
成
25
年
4
月
1
日
よ
り
理
事
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
田
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
平
成
18
〜
21
年
度
に
本
学
の
事
務
局
長

と
し
て
在
籍
し
て
お
り
、
在
籍
中
で
あ
る
平
成
20

年
度
に
本
拠
点
形
成
事
業
が
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
に
お
け
る
一
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り
組
み
始
め
た
こ
の
事

業
が
、
無
事
に
再
審
査
を
経
て
、
今
年
度
で
6

年
目
を
迎
え
た
こ
と
を
、
大
変
感
慨
深
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

本
拠
点
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の

中
で
、
翻
訳
後
修
飾
異
常
を
効
率
的
に
検
出
で

き
る
技
術
の
実
用
化
、
翻
訳
後
修
飾
と
疾
患
と

は
拠
点
に
お
け
る
技
術
が
事
業
と
し
て
応
用
さ

れ
て
い
く
段
階
に
入
り
、
出
口
寄
り
の
更
な
る

課
題
解
決
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
結
果
と

捉
え
て
お
り
、
私
と
し
て
も
大
い
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
更
に
は
、
今
年
9
月
に
開

催
さ
れ
る
第
12
回
ヒ
ト
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
機
構
国

際
会
議
（
H
U
P
O
2
0
1
3
）
を
本
拠
点
が

支
援
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
拠
点
の
国
際
化
と

い
う
面
で
も
前
進
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

平
成
25
年
度
以
降
は
、
後
半
期
に
入
り
、
引

き
続
き
拠
点
と
し
て
の
活
動
を
継
続
的
に
行
う

と
と
も
に
、
先
端
医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
た
産
学
連
携
ラ
ボ
の
活
用
に
よ
る
開
発
型

研
究
の
継
続
的
な
推
進
を
進
め
、
翻
訳
後
修
飾

プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
医
療
研
究
拠
点
の
形
成
に
取
り

組
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
今
後
と
も
本
拠
点
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
関
係
解
明
研
究
の
事
業
化
、
診
断
マ
ー
カ
ー

の
実
用
化
な
ど
を
目
指
す
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
前
半
の
5
年
間
で
、
大
規
模
か
つ
網
羅
的

な
タ
ン
パ
ク
質
の
機
能
解
析
に
か
か
る
基
盤
技

術
開
発
が
飛
躍
的
に
進
み
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ

ー
ト
メ
ン
ト
達
成
に
向
け
て
着
実
に
成
果
を
あ

げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
拠
点
と
し
て
の
協
働

企
業
と
の
連
携
も
少
し
ず
つ
形
と
な
り
、
各
企

業
が
目
指
す
事
業
の
実
現
に
向
け
て
前
進
し
つ

つ
あ
る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

は
新
た
に
3
社
が
協
働
企
業
と
し
て
参
画
さ
れ
、

化
学
・
製
薬
・
検
査
等
の
メ
ー
カ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
事
業
化
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
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Innovation Information

平成25年4月1日より、東ソー株式会社、
富山化学工業株式会社、積水メディカル
株式会社が新たに協働機関として
参画しました。 　平成25年3月28日（木）福浦キャンパスにおいて先端医科学

研究センター新研究棟竣工記念式典が開催されました。
　本多常高理事長及び平野久センター長からの挨拶後、林文子
横浜市長、佐藤茂市会議長より祝辞をいただきました。本多理事
長からは、「新研究棟の竣工にご協力いただいた方々へ感謝した
い。高い志を持ち高い目標を設定して研究に取り組んでほしい」
と、教員に対する激励がありました。
　また、林市長、佐藤市会議長からは、横浜市民をはじめ多くの
方の健康に貢献する成果の創出に対して期待の込められたコメン
トを頂戴しました。その後、来賓のご紹介を経て、新研究棟に整備
された解析室を代表し、平野教授、谷口教授より講演を行い、式
典を終了しました。
　なお、式典前に林市長が、また終了後には希望者（約70名）が
新研究棟を見学されました。
　今回の記念式典には本学関係者に加え、中央省庁や共同研究
先の企業、研究所の方々、国会・県議会・市会の議員など112名
の皆様にご参加いただきました。

先端医科学研究センター新研究棟
竣工記念式典が開催されました。

東ソー株式会社

　東ソー株式会社は、クロル・アルカリ事業、石油化学事業、機能
商品事業などをグローバルに展開する総合化学会社であり、機能
商品事業の中核のひとつがバイオサイエンス事業です。バイオサイ
エンス事業では、液体クロマトグラフ関連製品や分離剤などの計
測製品、並びに、糖尿病診断、免疫診断、遺伝子診断の機器や試
薬からなる診断製品を開発・製造・販売しています。横浜市立大
学とは、新規診断マーカーの開発で共同研究を進めてきました。本
プロジェクトでは、新規診断マーカー候補蛋白質の有用性の検証、
免疫診断薬としての実用化を目指した共同研究を行っています。

以上の3社が参画し、8社となった協働機関と今後ますます連携を
深め、イノベーション創出に向けて拠点形成に取り組んでいきます。

富山化学工業株式会社

　富山化学工業株式会社は、研究開発の重点領域を「抗感染症」
「中枢・循環器」「抗炎症」の3領域に絞り込み、高い抗菌活性を
持つ抗生物質・合成抗菌剤、抗ウイルス剤、抗真菌剤の開発、ア
ルツハイマー型認知症治療剤など神経細胞が障害される疾患の
治療剤の開発を目指した研究を行っています。また、関節リウマチ、
変形性関節炎などの抗炎症領域でも研究を行い、新薬の開発を
目指しています。本拠点での新規治療薬開発を目指した横浜市
立大学との共同研究は、富士フイルム株式会社が中心となり、これ
まで進めてきましたが、平成25年度からは、同じ富士フイルムグル
ープである富山化学工業株式会社がこれを引き継ぎ、横浜市立
大学と共同研究を行うことになりました。

積水メディカル株式会社

　積水メディカル株式会社は、血液凝固・糖尿病・脂質・リウマ
チ・感染症などの臨床検査薬の開発・製造・販売、臨床化学自動
分析装置・全自動血液凝固分析装置などの販売、医薬品の活性
成分である医薬原体、医薬用アミノ酸、医薬中間体の受託製造と、
粘着テープ技術を応用した貼付剤の設計・開発を行っています。
また、医薬品開発の研究開発支援として、薬物動態に関連する各
種評価試験を研究機関から受託しています。本プロジェクトでは
薬剤感受性、多剤耐性獲得等と関連するバイオマーカーの検索を
行っています。

もっと知りたい、もっと読みたい方には
Innovationバックナンバー（vol.01～07）

特集：進化する創薬研究 特集：プロテオミクスが
　　 世界を変える

拠点パンフレット
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